
ゆまぬ練習と努力により、「継続は力なり」という

言葉のような結果が生まれだのである。校長を始め
職員の皆さんから祝福されたことを今でも、昨日の
ことのように思い出される。このときの祝酒の一杯

はうまかつだ。

この感激が忘れられず、その後長野市陸協に席を

置き、審判員として、４６年間各種大会に参加した

およそ年間２５回ぐらい選手の活躍する姿を見て、

一喜一憂している。

自分の体力と気力の続く限り、この仕事を続けて
いきだいと願っている。
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上げます。

今後もこの感

謝の気持ちを選

手全員が忘れる

ことなく、まず

は５月の市町村

対抗駅伝８連覇、
そして秋には県

縦断駅伝の２連

覇を報告できる

よう目標に向け

て練習をしてい

きます。

これからもご

支援、ご声援、
宜しくお願い致
します。

て直接技術指導を受けた。また、地元の三井氏と山

浦さんに長距離とハードルの指導も受けだ。

その結果、小林幸子は、走り巾跳び５，５ｃｍ・
高橋朋義は、走り巾跳び５ｍ７５ｃｍという記録を

出し、飯水は勿論、県大会第１位になる。男女共リ
レー優勝、ハードル、長距離にも優勝できだ。

このように多くの良き指導者に恵まれ、学校・保

護者・選手らがひとつになり研さんしたおかげで、

７つのカップを頂くというすばらしい成績を納める
ことができだ。

陸上はすべてのスポーツの基本、心・技・体がだ
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韓e鶴第,3回鱒 真 ｛
錘

■

長野市陸協会報い 鰯

第１６号
平成19年３月20日

発行所長野市陸上競技協会
発行人浦野義忠
編集人若松軍蔵

《日本陸上競技連盟関係》《長野陸上競技協会関係》《長野市体育協会関係》

安藤百福章臼田昭次功労章三際俊彦功労章早川千吉郎
指導者功績章足立洋美勲功章山田雄司

山田憲一早川恭平

勲 功 章 山 田 雄 司 （ 佐 久 長 聖 高 校 ） 中 田 倭 菜
早川恭平（裾花中学）

中田倭菜（桜ケ岡中学）

長野市陸上競技協会

監事外谷俊男

昭和５３年長野国体開催予定のだめ

４１年頃から、中学校では各地区大会

が盛んになっだ。

私は、４１年に豊田村（現中野市）

豊井中学校に転任。専門の保健体育教

師がいなく、非免許の私が２時間を担
当する体育主任になり、他３名の職員

と９学級の生徒を受け持った。翌４２
年、第１６回飯水中学校陸上競技大会

に出湯のだめ、早朝１時間持久力運動
と放課後１時間３０分種目別メニュー

スケジュールにのっとり、各学年から

選抜されだ選手と練習に励んだ。特に
長期休み・祝祭日・休日は長野市審判
員の高橋恒和氏と山本晴雄氏に依頼し

、
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題字の"動き"は長野市陸協三代目会長山浦保氏の誓で､山浦会長の頃､市陸協会報紙として何号か発行されていました。
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れを克服すべく十分にしてきました。この冬は雪も少

なく、また、故障者もなく、満足のいく冬期トレーニ
ングができました。また、春のレースシーズンに向け
ての練習計画は、鍛練期から試合期への準備段階に入
ったところです。

練習環境については、鴬沢市長をはじめ、長野市教
育委員会体育協会の皆様、長野市陸協の先生方のご支
援を頂き、整備して頂いてますことを心より感謝申し

昨年の１１月２７日、先に行なわれだ第５５回長野

県縦断駅伝の結果報告のため、鴬沢市長を訪問致しま

した。選手は持ち前の力を出し切り、スタッフの支え
も万全で「優勝」という最高の報告をすることができ
ました。

チームとしては最高の結果でしたが、個々に振り返

ると、まだまだ反省すべき点、改善すべき点があり、
今年の県縦断駅伝の連覇に向けて冬期の走り込みはそ
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長野市陸協から次の８名の方々が

それぞれの賞を受賞されます。
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わもの共が参加、良い刺激を

受けたものと考えます。
東京マラソンは都合で応援

できず、けれど第６２回びわ

湖毎日マラソン大会の応援に
は参加できましだ。朝から上

天気で、初夏を感じる１８℃
の中のスタート。日本人トッ

プは６位の久保田満、旭化成、

記録は今イチでした。大阪の

世界陸上、代表選手決定はも
めそうです。３月は総会やそ

の他多忙の毎日。今回も忙し

い中、会報の原稿等、ご協力
を頂き、深く感謝致しており

ます。競技役員の先生方、新

年度目指して大会に頑張って
参りましょう。

平成１９年３月

広報部長若松軍蔵

銅 蕊 鐘
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広島の男子駅伝、ＮＨＫ全

国放送、時あだかも１２時

１２分スタート間近である。

テレビはアップで、各県の監
督や関係者を写し出していだ。

左側から右側へ、その瞬間、
長野県の佐久長聖高の両角速

先生の大欠伸がいやでち、こ
の眼に入った。タイミング悪

く、今年の連続優勝はこの時

点で消え去ったのである。大

変お疲れの様でありました。
だからこわい、テレビは生放

送だから～。決してこの様を

全国に放送しだＮＨＫ関係者
に苦情は言えない感じ。また、
入ごとではなく、自分にも気

を付ける反省の心でした。
今年も伊那の高校駅伝が

開催されまして、全国のっ
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今日陸上競技部が活動できるのも、陸上競技部を理

解し、ご協力いただいている方々、まだ先輩方の残

した伝統のおかげであると感じます。選手が今後も
向上心や克己心を磨き、日々練習に励み、競技者と
して、まだ人間として更に成長するよう指導してい

きたいと思います。まだ、選手達が冬季練習をやり

抜き、力をつけた成果を今年のシーズンに生かすこ
とを期待しています。

松代高校陸上競技部顧問下繰正紀
〆

４月８日(土）新会員歓迎会

４月１５日（日）第9回長野マラソン・第３回車いす
４月28日(±）信州大・名古屋大対抗陸上大会

:目2雛)瀦震蛎薫季陸上大会
５月１１日(金)～１３（日）第118回北信高校陸上競技大会
５月20日（日）第38回長野市身障者大会
６月２日(土）第46回北信中学陸上競技大会
６月３日（日）第24回北信小学生大会
６月１６日(土）第１４回中学混成大会
６月22日（金）第１回理事会
６月23日(土）第49回三大学体育大会陸上競技の部
７月21日（土)～２２（日）

第53回長野県中学通信陸上競技大会
７月26日(木)～２７（金）

第２１回ＪＲ東日本陸上・駅伝大会
８月24日（金）第２回理事会

:目2離仁2湘餓:蕊篭蕊選手綾
９月１４日(金)～1６（日）

第119回北信高校新人陸上競技大会
９月23日（日）第35回長野県中学新人陸上東北信大会
９月28日(金)～3０（日）

第36回長野県高校新人陸上競技大会
10月６日(土）第１２回北信地区記録会
10月７日（日）第２１回飯綱マラソン
10月１４日（日）第１１回長野マスターズ長野市大会
10月21日（日）第95回長野市内高校秋季陸上大会
１０月28日（日）第34回ＮＡＧＡＮＯスポーツ

フェスティバル

11月８日（木）県縦断駅伝壮行会
11月１１日（日）２００７キツズＲＡＮ
11月29日（木）祝勝会忘年会
２月22日（金）第３回理事会
３月９日（日）総会

３月１１日市陸協定時総会において、１９，２０年
度の役員が決定されました。主なところでは、副会長
に寺島氏、副理事長に臼田、柴津氏が加わり、専門部

では、記録部長に、若手の下様氏が選出されました。
以下は次のとおりです。

会長伊藤利博

副会長依田邦夫・山本晴雄・藤本勝彦・寺島大士
理事長浦野義忠

副理事長臼田昭次・柴津英男・北島正孝

総務部長 北 原 勲 副 〃村田修一・矢野清隆

経理 部長大竹義雄副〃碓井真

広報部長 若 松 軍 蔵 副〃土川国人

情報部長渡辺誠一副〃山田昭彦・永井俊彦
記録部 長下保正紀副〃尾田美恵子

競技部長戸谷直喜副〃小林靖志・正村寿満子
審判 部 長 西 片功

副〃山口豊・鈴木文雄

施設用器具部長山田栄一郎

副〃早川幸

普及強化部長早川孝一

副〃山田良徳・斎藤 和 彦 ・ 長 田 貴

ジュニア部長竹内万祐

副〃古田新造・前島睦美・仁科香苗

駅伝部長田中哲広

副〃市川武・芳川 千 恵 ・ 玉 城 良 二
理事小口正行・依田良春・矢野清隆・山田昭彦・

鈴木文雄・三操俊彦・内山３治・古田新造・
中津次生・碓井真・長田貴・土川国人・

西内勉・早川幸・杉本宗保・村田修一・

小林靖志・玉城良二・早川千吉郎・市川武

監事外谷俊男・平出勲
顧問古津久四郎・高橋恒和
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こんにちは、松代高校陸上競技部顧問の下候と申
します。横谷先生、中沢先生、内山先生と歴代顧問

の先生より引継ぎ、現在は私が指導させていだだい
ています。

部員数は新３年生が３名、新２年生が１０名の計

１３名と少なく、新１年生の入部を期待していると

ころです。人数は少ないのですが、個々の目標に向

けて朝、放課後と毎日練習に励んでいます。練習環
境が良いとは言えませんが、グランドや学校隣の公

園、外周、白鳥神社に向かう坂道などが練習場所で
あり、今ある環境を最大限に利用し練習しています。

近年の陸上競技部の成績は、平成１７年度は女子
走高跳で千葉インターハイに出場、同種目で北信越

高校新人大会２位、平成１８年度は男子走幅跳で国

民体育大会（兵庫県）に出場、同種目で北信越高校
新人大会８位などが主な成績です。また、上位の大

会に出場できなくても、自分の目標を達成している

選手が多く、皆力をつけています。駅伝やリレーは
人数が少ないため出場するのがやっとの状況ですが、
除々に強化していきたいと考えています。
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りません。そのためには技術面もそうですが、心
の面が大きいと思います。私は自分自身に心のブ
レーキをかけてしまうことがあります。この心の

ようにしたいです。

１日１日の生活を大切に、まだ、楽しみながら

励んでいきだいと思います。応援よろしくお願い

ブレーキをかけないようにする、つまり自分で自します。
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